
各クラブ委員様

クラブ対抗リーグ戦についての意見書のご協力ありがとうございます。

各クラブからの意見書をまとめさせていただきました。

1　SCUについて

あったほうが良い（3クラブ）

ポイント間・チェンジコートの時間がルーズになって長引く

3セットで長時間になるとスコアを取ってもらう方が安心してプレーできる

スコアやジャッジ等で何度かロービングを呼んだのでSCUありの方が良い

ないほうが良い（24クラブ）

試合に参加する人数が少なくSCUをする人の確保が大変

人数が少なく選手がSCUを兼ねているとウォーミングアップが不十分になる

的確にSCUができていなくて揉めたことがある

SCUがない方が普段の試合と同じ感じで良かった

SCUの責任や負担を考えると無しのほうが良い

どちらとも言えない（8クラブ）

クラブ内でも賛否がある

本部で決めてほしい

SCU無しにする説明がなかった

2　日程について

午前のみが良い（24クラブ）

仕事や家事の都合がつけやすい

近年の暑さを考えると午後からの試合は熱中症等が心配

午後の部は終了時間が遅くなる

午前・午後開催が良い（2クラブ）

どちらでも良い（9クラブ）

午後の方が参加しやすいメンバーもいる

メリット・デメリットがあるので試行しても良い

早くに決まっていれば調整できる

3　その他

フットフォルトをロービングに取ってもらえなかった

セルフジャッジにするならロービングを増やしてほしい

セルフジャッジの時のレットのタイミングについてルール講習会で説明してほしい

勝手なルールの解釈でトラブルになることが多いので講習会を受けてほしい

年1回の講習会では都合のつかない場合もあるので年2～3回開催にしてはどうか

出場選手がほぼ他府県というのは京都女子連の試合なのにおかしい

AもBと同様、1試合に出場できる他府県選手の人数の基準を決めてほしい

試合の日を早く知りたい

3面進行になる時は早く知らせてほしい

連休明けの人数確保が難しい

暑さを考えると連休前に試合を終われるような日程にしてほしい

ウェアの基準を緩くしてほしい

応援のマナーが悪いチームがあった

以上のご意見も参考に、来年度のリーグ戦に向け検討し決定事項は総会で説明させていただきます。
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